①.警備業務実施の基本原則に関すること
＜警備業務とは・警備員とは＞
・「警備業とは他人の需要に応じて、人の生命・身体・財産に対する侵害の発生を警戒し防止することを営業　　　　として行うこと」（警備業法2条1項・2項・3項）
・他人の需要に応じて→自社警備・自社保安は警備業ではない。
・営業として→ボランティア警備は警備業ではない。

・「警備員とは警備業者に雇われている者で警備業務に従事する者」（警備業法2条4項）
・警備会社の事務員さん・営業専属は警備員ではない

＜警備業・警備員は特別な規制を受ける＞
・警備業法で規制が定められている

・どんな規制があるか
・護身用具規制→一般人には携帯が認められるが警備員には認められない護身用具
・警備業をできない人(警備業法3条)
・警備員になれない人(警備業法14条1項)→身分証明書・住民票・診断書が必要なわけ
・警備員教育　新任（基本＋業務別＝20時間以上）現任（基本＋業務別＝10時間以上）38条
・指導教育責任者を置かなければならない
・法定備付書類・立ち入り
・警備業は認定制・営業停止処分・両罰規定
・警備業法に違反したら、最悪は５年間の警備業界追放
※警備会社の事務員サン・営業マンなどは警備業法の規制を受けない

＜警備業法の制定経緯・改正経緯＞
・東京オリンピック
・警備員の犯罪抑止
・警備業者と警備員数の統計→警察官＋自衛隊員数と同じ

＜警備業務の基本原則(警備業法15条)＞

・何ができるのか→施設管理権・正当防衛・現行犯逮捕

警備員に特別な権限はない。警察とは別の職務
誘導を行う際は強い言葉は使わずに
丁寧な口調・態度でお願いし誘導を行う。
警備員とはサービス業であることを忘れずに！



②.警備員の資質の向上に関すること
＜警備員は安全を護り安心を与える仕事＞
・警備員は立ち姿と身だしなみで決まる。　
会社指定の服装・装備を身に着け、身だしなみを整える。隊員同士で確認
・礼式と基本動作が安心と信頼を与える。

＜礼式の実技訓練＞
・室内の敬礼・室外の敬礼
・答礼と答礼しない場合
・書類を渡す場合と渡される場合
・団体での礼式

＜基本動作の実技訓練＞
・きおつけ・敬礼・なおれ
・基準・集合・分かれ
・回れ右・右向け右・左向け左・半ば右向け右・半ば左向け左

③警備業法その他警備業務の適正な実施に必要な法令に関すること
＜憲法で保障された基本的人権と刑法・刑事訴訟法の位置づけ＞
・なぜ、基本的人権を説明するのか－警備員は一般人の基本的人権を侵害する危険がある(警備業法15条)
・基本的人権とはなにか
・基本的人権の制約‐自分だけの権利ではなく相手にも同じ権利がある　お互いに尊重
・罪刑法定主義→刑法・刑事訴訟法はなぜあるか


＜刑法の理解＞
・犯罪とはなにか
・犯罪にならない場合－違法性阻却事由・責任阻却事由
・正当防衛の要件
・緊急避難の要件
・正当行為の要件
・自救行為とは
・共同正犯・共謀共同正犯
